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(57)【要約】
無線通信システムにおけるローカルゲートウェイ（Ｌ－
ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅｗａｙ）の支援を指示する
方法及び装置が提供される。二重連結のＭｅＮＢ（ｍａ
ｓｔｅｒ　ｅＮＢ）はＬ－ＧＷと共に位置する二重連結
でのＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）からＬ－
ＧＷ支援の指示を受信し、ＳｅＮＢのＬ－ＧＷ支援の指
示をＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ
　ｅｎｔｉｔｙ）に転送する。Ｌ－ＧＷ支援の指示はロ
ーカルＩＰ接続（ＬＩＰＡ；ｌｏｃａｌ　ＩＰ　ａｃｃ
ｅｓｓ）Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたは選択されたＩ
Ｐトラフィックオフロード（ＳＩＰＴＯ；ｓｅｌｅｃｔ
ｅｄ　ＩＰ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）Ｌ－Ｇ
Ｗ転送階層アドレスを含むことができる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける二重連結のＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮｏｄｅＢ）による
ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅｗａｙ）の支援を指示する方法
であって、
　前記Ｌ－ＧＷと共に位置する二重連結のＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）から
Ｌ－ＧＷ支援の指示を受信し、及び
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示をＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔ
ｉｔｙ）に転送することを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＬＩＰＡ（ｌｏｃａｌ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ　ａｃｃｅｓｓ）Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴＯ（ｓｅｌｅｃｔｅｄ　Ｉ
Ｐ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）転送階層アドレスを含むことを特徴とする、請求
項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＸ２設定要請メッセージまたはＸ２設定応答メッセージを通
じて受信されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＳｅＮＢ付加要請承認メッセージを通じて受信されることを
特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＥ－ＲＡＢ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　
ｂｅａｒｅｒ）修正指示手続、トラッキング領域更新手続、初期ＵＥメッセージ手続、ま
たはアップリンクＮＡＳ（ｎｏｎ－ａｃｃｅｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）転送手続のうち、一
つの手続の間に転送されることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＭＭＥから相関（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）ＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を受信
することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記相関ＩＤは、Ｅ－ＲＡＢ修正確認手続、Ｅ－ＲＡＢ設定要請手続、または初期コン
テクスト設定要請手続のうち、一つの手続の間に受信されることを特徴とする、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　前記受信された相関ＩＤを前記ＳｅＮＢに転送することを特徴とする、請求項６に記載
の方法。
【請求項９】
　前記相関ＩＤはＳｅＮＢ付加手続またはＳｅＮＢ修正手続または新規メッセージのうち
、一つの手続の間に転送されることを特徴とする、請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　二重連結のＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）であって、
　メモリと、
　送受信部と、
　前記メモリ及び前記送受信部と連結されるプロセッサとを含み、かつ、
　前記プロセッサは、
　ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅｗａｙ）と共に位置する二重
連結のＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）からＬ－ＧＷ支援の指示を受信するよう
に前記送受信部を制御し、
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示をＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔ
ｉｔｙ）に転送するように前記送受信部を制御するように構成されることを特徴とする、
ＭｅＮＢ。
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【請求項１１】
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＬＩＰＡ（ｌｏｃａｌ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ　ａｃｃｅｓｓ）Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴＯ（ｓｅｌｅｃｔｅｄ　Ｉ
Ｐ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）転送階層アドレスを含むことを特徴とする、請求
項１０に記載のＭｅＮＢ。
【請求項１２】
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示は、Ｘ２設定要請メッセージまたはＸ２設定応答メッセージを
通じて受信されることを特徴とする、請求項１０に記載のＭｅＮＢ。
【請求項１３】
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＳｅＮＢ付加要請承認メッセージを通じて受信されることを
特徴とする、請求項１０に記載のＭｅＮＢ。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記ＭＭＥから相関（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）ＩＤ（ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）を受信するように前記送受信部をさらに制御するように構成されることを特
徴とする、請求項１０に記載のＭｅＮＢ。
【請求項１５】
　前記プロセッサは、前記受信された相関ＩＤを前記ＳｅＮＢに転送するように前記送受
信部をさらに制御するように構成されることを特徴とする、請求項１４に記載のＭｅＮＢ
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無線通信に関し、より詳しくは、無線通信システムにおける二重連結のための
ローカルゲートウェイサービスを支援する方法及び装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　３ＧＰＰ　ＬＴＥは、高速パケット通信を可能にするための技術である。ＬＴＥ目標で
あるユーザと事業者の費用節減、サービス品質向上、カバレッジ拡張及びシステム容量増
大のために多くの方式が提案された。３ＧＰＰ　ＬＴＥは、上位レベル必要条件として、
ビット当たり費用節減、サービス有用性向上、周波数バンドの柔軟な使用、簡単な構造、
開放型インターフェース及び端末の適切な電力消費を要求する。
【０００３】
　低電力ノードは、モバイルトラフィック急増に対処するのに有望なものと考慮される（
特に、室内及び室外のホットスポット構築）。低電力ノードは、一般に送信電力がマクロ
ノード及び基地局のような種類の電力より少ないことを意味する。例えば、ピコｅＮＢ（
ｅｖｏｌｖｅｄ　ＮｏｄｅＢ）及びフェムトｅＮＢがこれに該当する。Ｅ－ＵＴＲＡ（ｅ
ｖｏｌｖｅｄ　ＵＭＴＳ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔ
ｗｏｒｋ）のスモールセル向上は、室内及び室外のホットスポット区域で低電力ノードを
用いて性能を向上させる追加的な機能性に焦点を置くであろう。
【０００４】
　小型セル向上のための可能な解法の一つとして、二重接続が論議されてきた。二重接続
は、与えられた端末（ＵＥ；ｕｓｅｒ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）が非－理想的バックホール
（ｎｏｎ－ｉｄｅａｌ　ｂａｃｋｈａｕｌ）で接続した少なくとも二つの互いに異なるネ
ットワーク地点により提供される無線資源を消費する動作を指すのに使用される。さらに
、ＵＥに対して二重接続に関与する各々のｅＮＢは、互いに異なる役割を仮定することが
できる。このような役割は、ｅＮＢの電力クラスに必ず依存するのではなく、ＵＥに応じ
て変わることができる。二重接続は、小型セル向上のための可能な解法の一つでありうる
。
【０００５】
　ＬＴＥネットワークア－キテクチャは中央集中したゲートウェイで設計され、事業者は
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一般的に一つまたは幾つのゲートウェイのみを有する。インターネットピアリング地点（
ｐｅｅｒｉｎｇ　ｐｏｉｎｔｓ）の個数が制限されるため、このようなアーキテクチャは
インターネット接続のために理致に合う。しかしながら、ローカルコンデンツへの接続を
許容するために他のアーキテクチャが小型基地局のために必要でありうる。ＬＴＥ無線を
通じて会社イントラネット情報に接続するか、またはホームネットワークに接続するため
にローカル接続が実用的である。
【０００６】
　二重連結のためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ）サービスを支援する方法が要求で
きる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明は無線通信システムにおける二重連結のためのローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ
）サービスを支援する方法及び装置を提供する。本発明は、ＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒ
ｙ　ｅＮＢ）がＬ－ＧＷと共に位置する場合、二重連結でのＳｅＮＢのＬ－ＧＷ支援を指
示する方法及び装置を提供する。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　一様態において、無線通信システムにおける二重連結のＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮ
ｏｄｅＢ）によるローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅｗａｙ）の支
援を指示する方法が提供される。前記方法は、前記Ｌ－ＧＷと共に位置する二重連結のＳ
ｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）からＬ－ＧＷ支援の指示を受信し、及び前記Ｌ－
ＧＷ支援の指示をＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）に
転送することを含む。
【０００９】
　他の様態において、二重連結のＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）が提供される。前記
ＭｅＮＢは、メモリ、送受信部、及び前記メモリ及び前記送受信部と連結されるプロセッ
サを含む。前記プロセッサは、ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅ
ｗａｙ）と共に位置する二重連結のＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）からＬ－Ｇ
Ｗ支援の指示を受信するように前記送受信部を制御し、前記Ｌ－ＧＷ支援の指示をＭＭＥ
（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）に転送するように前記送受
信部を制御するように構成される。
【発明の効果】
【００１０】
　Ｌ－ＧＷが二重連結で効率の良く支援できる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】ＬＴＥシステムの構造を示す。
【００１２】
【図２】一般的なＥ－ＵＴＲＡＮ及びＥＰＣの構造のブロック図である。
【００１３】
【図３】ＬＴＥシステムのユーザ平面プロトコルスタックのブロック図である。
【００１４】
【図４】ＬＴＥシステムの制御平面プロトコルスタックのブロック図である。
【００１５】
【図５】物理チャンネル構造の一例を示す。
【００１６】
【図６】二重連結に対する無線プロトコルアーキテクチャを図示する。
【００１７】
【図７】特定ＵＥに対する二重連結に関与するｅＮＢのＣ－平面連結を図示する。
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【００１８】
【図８】特定ＵＥに対する二重連結に関与するｅＮＢのＵ－平面連結を図示する。
【００１９】
【図９】二重連結に対するＵ－平面アーキテクチャの例示を図示する。
【００２０】
【図１０】二重連結に対するＵ－平面アーキテクチャの他の例示を図示する。
【００２１】
【図１１】Ｌ－ＧＷがＳｅＮＢと共に位置する二重連結のアーキテクチャの一例示を図示
する。
【００２２】
【図１２】本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の一例示を図示
する。
【００２３】
【図１３】本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示を図
示する。
【００２４】
【図１４】本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示を図
示する。
【００２５】
【図１５】本発明の一実施形態に係る相関ＩＤを指示するための方法の一例示を図示する
。
【００２６】
【図１６】本発明の一実施形態に係る相関ＩＤを指示するための方法の他の例示を図示す
る。
【００２７】
【図１７】本発明の一実施形態に従ってＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示を
図示する。
【００２８】
【図１８】本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示を図
示する。
【００２９】
【図１９】本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示を図
示する。
【００３０】
【図２０】本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示する方法の他の例示を図示する
。
【００３１】
【図２１】本発明の実施形態が具現される無線通信システムを示す。
【発明を実施するための形態】
【００３２】
　以下の技術は、ＣＤＭＡ（ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅ
ｓｓ）、ＦＤＭＡ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃ
ｅｓｓ）、ＴＤＭＡ（ｔｉｍｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）
、ＯＦＤＭＡ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌ
ｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）、ＳＣ－ＦＤＭＡ（ｓｉｎｇｌｅ　ｃａｒｒｉｅｒ　ｆｒｅ
ｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃｅｓｓ）などのような多様
な無線通信システムに使われることができる。ＣＤＭＡは、ＵＴＲＡ（ｕｎｉｖｅｒｓａ
ｌ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）やＣＤＭＡ２０００のような
無線技術で具現されることができる。ＴＤＭＡは、ＧＳＭ（登録商標）（ｇｌｏｂａｌ　
ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　ｍｏｂｉｌｅ　ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）／ＧＰＲＳ（ｇ
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ｅｎｅｒａｌ　ｐａｃｋｅｔ　ｒａｄｉｏ　ｓｅｒｖｉｃｅ）／ＥＤＧＥ（ｅｎｈａｎｃ
ｅｄ　ｄａｔａ　ｒａｔｅｓ　ｆｏｒ　ＧＳＭ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）のような無線技術
で具現されることができる。ＯＦＤＭＡは、ＩＥＥＥ（ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ　ｏｆ　ｅｌ
ｅｃｔｒｉｃａｌ　ａｎｄ　ｅｌｅｃｔｒｏｎｉｃｓ　ｅｎｇｉｎｅｅｒｓ）８０２．１
１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｅ－
ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＴＲＡ）などのような無線技術で具現されることができる
。ＩＥＥＥ８０２．１６ｍは、ＩＥＥＥ８０２．１６ｅの進化であり、ＩＥＥＥ８０２．
１６基づくシステムとの後方互換性（ｂａｃｋｗａｒｄ　ｃｏｍｐａｔｉｂｉｌｉｔｙ）
を提供する。ＵＴＲＡは、ＵＭＴＳ（ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　ｍｏｂｉｌｅ　ｔｅｌｅｃｏ
ｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓｙｓｔｅｍ）の一部である。３ＧＰＰ（３ｒｄ　ｇｅｎｅ
ｒａｔｉｏｎ　ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　ｐｒｏｊｅｃｔ）ＬＴＥ（ｌｏｎｇ　ｔｅｒｍ
　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）は、Ｅ－ＵＴＲＡ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　ｔｅｒｒｅｓｔ
ｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ）を使用するＥ－ＵＭＴＳ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ＵＭ
ＴＳ）の一部であり、ダウンリンクでＯＦＤＭＡを採用し、アップリンクでＳＣ－ＦＤＭ
Ａを採用する。ＬＴＥ－Ａ（ａｄｖａｎｃｅｄ）は、３ＧＰＰ　ＬＴＥの進化である。
【００３３】
　説明を明確にするために、ＬＴＥ－Ａを中心に記述するが、本発明の技術的思想がこれ
に制限されるものではない。
【００３４】
　図１は、ＬＴＥシステムの構造を示す。通信ネットワークは、ＩＭＳ及びパケットデー
タを介したインターネット電話（Ｖｏｉｃｅ　ｏｖｅｒ　ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ：ＶｏＩＰ）のような多様な通信サービスを提供するために広く設置される。
【００３５】
　図１を参照すると、ＬＴＥシステム構造は、１つ以上の端末（ＵＥ）１０、Ｅ－ＵＴＲ
ＡＮ（ｅｖｏｌｖｅｄ－ＵＭＴＳ　ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ
　ｎｅｔｗｏｒｋ）及びＥＰＣ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｐａｃｋｅｔ　ｃｏｒｅ）を含む。端
末１０は、ユーザにより動く通信装置である。端末１０は、固定されてもよいし、移動性
を有してもよく、ＭＳ（ｍｏｂｉｌｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、ＵＴ（ｕｓｅｒ　ｔｅｒｍｉ
ｎａｌ）、ＳＳ（ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　ｓｔａｔｉｏｎ）、無線機器（ｗｉｒｅｌｅｓ
ｓ　ｄｅｖｉｃｅ）等、他の用語で呼ばれることもある。
【００３６】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは１つ以上のｅＮＢ（ｅｖｏｌｖｅｄ　ｎｏｄｅ－Ｂ）２０を含み、１
つのセルに複数のＵＥが存在することができる。ｅＮＢ２０は制御平面（ｃｏｎｔｒｏｌ
　ｐｌａｎｅ）とユーザ平面（ｕｓｅｒ　ｐｌａｎｅ）の終端点をＵＥに提供する。ｅＮ
Ｂ２０は一般的にＵＥ１０と通信する固定された地点（ｆｉｘｅｄ　ｓｔａｔｉｏｎ）を
いい、ＢＳ（ｂａｓｅ　ｓｔａｔｉｏｎ）、アクセスポイント（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎ
ｔ）など、他の用語で呼ばれることがある。１つのｅＮＢ２０はセル毎に配置できる。
【００３７】
　以下、ＤＬはｅＮＢ２０からＵＥ１０への通信を意味し、ＵＬはＵＥ１０からｅＮＢ２
０への通信を意味する。ＤＬで送信機はｅＮＢ２０の一部であり、受信機はＵＥ１０の一
部でありうる。ＵＬで送信機はＵＥ１０の一部であり、受信機はｅＮＢ２０の一部であり
うる。
【００３８】
　ＥＰＣはＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）とＳ－Ｇ
Ｗ（ｓｙｓｔｅｍ　ａｒｃｈｉｔｅｃｔｕｒｅ　ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ（ＳＡＥ）ｇａｔｅ
ｗａｙ）を含む。ＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３０はネットワークの終端に位置し、外部ネットワー
クと連結できる。明確性のためにＭＭＥ／Ｓ－ＧＷ３０は“ゲートウェイ”と単純に表現
し、これはＭＭＥ及びＳ－ＧＷを全て含むことができる。
【００３９】
　ＭＭＥはｅＮＢ２０へのＮＡＳ（ｎｏｎ－ａｃｃｅｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）シグナリン
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グ、ＮＡＳシグナリング保安、ＡＳ（ａｃｃｅｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）保安制御、３ＧＰ
Ｐアクセスネットワーク間の移動性のためのｉｎｔｅｒ　ＣＮ（ｃｏｒｅ　ｎｅｔｗｏｒ
ｋ）ノードシグナリング、アイドルモード端末到達可能性（ページング再転送の制御及び
実行含み）、トラッキング領域リスト管理（アイドルモード及び活性化モードであるＵＥ
のために）、Ｐ－ＧＷ（ＰＤＮ（ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｎｅｔｗｏｒｋ）ｇａｔｅｗ
ａｙ）及びＳ－ＧＷ選択、ＭＭＥ変更と共にハンドオーバーのためのＭＭＥ選択、２Ｇま
たは３Ｇ　３ＧＰＰアクセスネットワークへのハンドオーバーのためのＳＧＳＮ（ｓｅｒ
ｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　ｓｕｐｐｏｒｔ　ｎｏｄｅ）選択、ローミング、認証、専用ベアラ
設定を含んだベアラ管理機能、ＰＷＳ（ｐｕｂｌｉｃ　ｗａｒｎｉｎｇ　ｓｙｓｔｅｍ：
地震／津波警報システム（ＥＴＷＳ）、及び常用モバイル警報システム（ＣＭＡＳ）含み
）メッセージ転送サポートなどの多様な機能を提供する。Ｓ－ＧＷホストは、ユーザ別基
盤パケットフィルタリング（例えば、深層パケット検査を通じて）、合法的遮断、端末Ｉ
Ｐ（ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）アドレス割当、ＤＬで転送レベルパッキング
マーキング、ＵＬ／ＤＬサービスレベル課金、ゲーティング及び等級強制、ＡＰＮ－ＡＭ
ＢＲ（ａｃｃｅｓｓ　ｐｏｉｎｔ　ｎａｍｅ　ａｇｇｒｅｇａｔｅ　ｍａｘｉｍｕｍ　ｂ
ｉｔ　ｒａｔｅ）に基づいたＤＬ等級強制の各種の機能を提供する。
【００４０】
　ユーザトラフィック転送または制御トラフィック転送のためのインターフェースが使用
できる。ＵＥ１０及びｅＮＢ２０は、Ｕｕインターフェースにより連結される。ｅＮＢ２
０はＸ２インターフェースにより相互間連結される。隣り合うｅＮＢ２０はＸ２インター
フェースによる網型ネットワーク構造を有することができる。複数のノードはｅＮＢ２０
とゲートウェイ３０との間にＳ１インターフェースを介して連結できる。
【００４１】
　図２は、一般的なＥ－ＵＴＲＡＮ及びＥＰＣの構造のブロック図である。図２を参照す
ると、ｅＮＢ２０はゲートウェイ３０に対する選択、ＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒ
ｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）活性（ａｃｔｉｖａｔｉｏｎ）の間ゲートウェイ３０へのルーテ
ィング（ｒｏｕｔｉｎｇ）、ページングメッセージのスケジューリング及び転送、ＢＣＨ
（ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）情報のスケジューリング及び転送、ＵＬ及びＤ
ＬからＵＥ１０への資源の動的割当、ｅＮＢ測定の設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）
及び提供（ｐｒｏｖｉｓｉｏｎｉｎｇ）、無線ベアラ制御、ＲＡＣ（ｒａｄｉｏ　ａｄｍ
ｉｓｓｉｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ）及びＬＴＥ活性状態で連結移動性制御機能を遂行するこ
とができる。前述したように、ゲイウェイ３０はＥＰＣでページング開始、ＬＴＥアイド
ル状態管理、ユーザ平面の暗号化、ＳＡＥベアラ制御及びＮＡＳシグナリングの暗号化と
無欠性保護機能を遂行することができる。
【００４２】
　図３はＬＴＥシステムのユーザ平面プロトコルスタックのブロック図である。図４はＬ
ＴＥシステムの制御平面プロトコルスタックのブロック図である。ＵＥとＥ－ＵＴＲＡＮ
との間の無線インターフェースプロトコルの階層は通信システムで広く知られたＯＳＩ（
ｏｐｅｎ　ｓｙｓｔｅｍ　ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）モデルの下位３個階層に基
づいて、Ｌ１（第１階層）、Ｌ２（第２階層）、及びＬ３（第３階層）に区分される。
【００４３】
　物理階層（ＰＨＹ；ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｌａｙｅｒ）はＬ１に属する。物理階層は物理
チャンネルを介して上位階層に情報転送サービスを提供する。物理階層は上位階層である
ＭＡＣ（ｍｅｄｉａ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｏｎｔｒｏｌ）階層と転送チャンネル（ｔｒａｎ
ｓｐｏｒｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）を介して連結される。物理チャンネルは、転送チャンネル
にマッピングされる。転送チャンネルを介してＭＡＣ階層と物理階層との間にデータが転
送される。互いに異なる物理階層の間、即ち送信機の物理階層と受信機の物理階層との間
にデータは物理チャンネルを介して転送される。
【００４４】
　ＭＡＣ階層、ＲＬＣ（ｒａｄｉｏ　ｌｉｎｋ　ｃｏｎｔｒｏｌ）階層、及びＰＤＣＰ（
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ｐａｃｋｅｔ　ｄａｔａ　ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　ｐｒｏｔｏｃｏｌ）階層はＬ２に属
する。ＭＡＣ階層は、論理チャンネル（ｌｏｇｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）を介して上位
階層であるＲＬＣ階層にサービスを提供する。ＭＡＣ階層は、論理チャンネル上のデータ
転送サービスを提供する。ＲＬＣ階層は、信頼性あるデータ転送をサポートする。一方、
ＲＬＣ階層の機能はＭＡＣ階層の内部の機能ブロックで具現されることができ、この際、
ＲＬＣ階層は存在しないこともある。ＰＤＣＰ階層は、相対的に帯域幅の小さい無線イン
ターフェース上でＩＰｖ４またはＩＰｖ６のようなＩＰパケットを導入して転送されるデ
ータが効率良く転送されるように不要な制御情報を減らすヘッダー圧縮機能を提供する。
【００４５】
　ＲＲＣ（ｒａｄｉｏ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｃｏｎｔｒｏｌ）階層は、Ｌ３に属する。Ｌ
３の最も下端　部分に位置するＲＲＣ階層はただ制御平面のみで定義される。ＲＲＣ階層
は、ＲＢ（ｒａｄｉｏ　ｂｅａｒｅｒ）などの設定（ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、再
設定（ｒｅ－ｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎ）、及び解除（ｒｅｌｅａｓｅ）と関連して論
理チャンネル、転送チャンネル、及び物理チャンネルなどの制御を担当する。ＲＢは、Ｕ
ＥとＥ－ＵＴＲＡＮとの間のデータ転送のためにＬ２により提供されるサービスを意味す
る。
【００４６】
　図３を参照すると、ＲＬＣ及びＭＡＣ階層（ネットワーク側におけるｅＮＢで終了）は
、スケジューリング、ＡＲＱ及びＨＡＲＱのような機能を遂行することができる。ＰＤＣ
Ｐ階層（ネットワーク側におけるｅＮＢで終了）は、ヘッダー圧縮、無欠性保護、及び暗
号化のようなユーザ平面機能を遂行することができる。
【００４７】
　図４を参照すると、ＲＬＣ／ＭＡＣ階層（ネットワーク側におけるｅＮＢで終了）は、
制御平面のために同一な機能を遂行することができる。ＲＲＣ階層（ネットワーク側にお
けるｅＮＢで終了）は、放送、ページング、ＲＲＣ連結管理、ＲＢ制御、移動性機能、及
びＵＥ測定報告及び制御のような機能を遂行することができる。ＮＡＳ制御プロトコル（
ネットワーク側におけるゲートウェイのＭＭＥで終了）は、ＳＡＥベアラ管理、認証、Ｌ
ＴＥ＿ＩＤＬＥ移動性管理、ＬＴＥ＿ＩＤＬＥにおけるページング開始、及びゲートウェ
イとＵＥとの間のシグナリングのための保安制御などの機能を遂行することができる。
【００４８】
　図５は、物理チャンネル構造の一例を示す。物理チャンネルは、無線資源を通じてＵＥ
の物理階層とｅＮＢの物理階層との間のシグナリング及びデータを転送する。物理チャン
ネルは、時間領域で複数のサブフレームと周波数領域で複数の副搬送波で構成される。１
ｍｓである１つのサブフレームは、時間領域で複数のシンボルで構成される。該当サブフ
レームの特定シンボル、例えばサブフレームの第１のシンボルはＰＤＣＣＨのために使用
できる。ＰＤＣＣＨは、ＰＲＢ（ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｒｅｓｏｕｒｃｅ　ｂｌｏｃｋ）及
びＭＣＳ（ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ　ａｎｄ　ｃｏｄｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅｓ）のように動
的に割り当てられた資源を運ぶことができる。
【００４９】
　ＤＬ転送チャンネルは、システム情報を転送するために使われるＢＣＨ（ｂｒｏａｄｃ
ａｓｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）、ＵＥをページングするために使われるＰＣＨ（ｐａｇｉｎｇ
　ｃｈａｎｎｅｌ）、ユーザトラフィックまたは制御信号を転送するために使われるＤＬ
－ＳＣＨ（ｄｏｗｎｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）、マルチキャストまたは
ブロードキャストサービス転送のために使われるＭＣＨ（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｃｈａｎ
ｎｅｌ）などを含む。ＤＬ－ＳＣＨは、ＨＡＲＱ、変調、コーディング及び転送電力の変
化による動的リンク適応及び動的／半静的資源割当をサポートする。また、ＤＬ－ＳＣＨ
はセル全体にブロードキャスト及びビームフォーミングの使用を可能にすることができる
。
【００５０】
　ＵＬ転送チャンネルは、一般的にセルへの初期接続のために使われるＲＡＣＨ（ｒａｎ
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ｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｃｈａｎｎｅｌ）、ユーザトラフィック、または制御信号を転送
するために使われるＵＬ－ＳＣＨ（ｕｐｌｉｎｋ　ｓｈａｒｅｄ　ｃｈａｎｎｅｌ）など
を含む。ＵＬ－ＳＣＨは、ＨＡＲＱ及び転送電力及び潜在的な変調及びコーディングの変
化による動的リンク適応をサポートする。また、ＵＬ－ＳＣＨはビームフォーミングの使
用を可能にすることができる。
【００５１】
　論理チャンネルは、転送される情報の種類によって、制御平面の情報伝達のための制御
チャンネルとユーザ平面の情報伝達のためのトラフィックチャンネルに分類される。即ち
、論理チャンネルタイプの集合はＭＡＣ階層により提供される互いに異なるデータ転送サ
ービスのために定義される。
【００５２】
　制御チャンネルは、制御平面の情報伝達のみのために使われる。ＭＡＣ階層により提供
される制御チャンネルは、ＢＣＣＨ（ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎ
ｅｌ）、ＰＣＣＨ（ｐａｇｉｎｇ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）、ＣＣＣＨ（ｃｏ
ｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＣＣＨ（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）、及びＤＣＣＨ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｃ
ｈａｎｎｅｌ）を含む。ＢＣＣＨは、システム制御情報を放送するためのＤＬチャンネル
である。ＰＣＣＨは、ページング情報の転送のためのＤＬチャンネルであり、ネットワー
クがＵＥのセル単位の位置を知らない時に使われる。ＣＣＣＨは、ネットワークとＲＲＣ
連結を有しない時、ＵＥにより使われる。ＭＣＣＨは、ネットワークからＵＥにＭＢＭＳ
（ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　ｂｒｏａｄｃａｓｔ　ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ
）制御情報を転送するために使われる一対多のＤＬチャンネルである。ＤＣＣＨは、ＵＥ
とネットワークとの間に専用制御情報転送のためにＲＲＣ連結を有するＵＥにより使われ
る一対一の両方向チャンネルである。
【００５３】
　トラフィックチャンネルは、ユーザ平面の情報伝達のみのために使われる。ＭＡＣ階層
により提供されるトラフィックチャンネルは、ＤＴＣＨ（ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　ｔｒａｆ
ｆｉｃ　ｃｈａｎｎｅｌ）及びＭＴＣＨ（ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を含む。ＤＴＣＨは一対一のチャンネルであって、１つのＵＥのユーザ情報の
転送のために使われて、ＵＬ及びＤＬ全てに存在することができる。ＭＴＣＨは、ネット
ワークからＵＥにトラフィックデータを転送するための一対多のＤＬチャンネルである。
【００５４】
　論理チャンネルと転送チャンネルとの間のＵＬ連結は、ＵＬ－ＳＣＨにマッピングでき
るＤＣＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨにマッピングできるＤＴＣＨ、及びＵＬ－ＳＣＨにマッピング
できるＣＣＣＨを含む。論理チャンネルと転送チャンネルとの間のＤＬ連結は、ＢＣＨま
たはＤＬ－ＳＣＨにマッピングできるＢＣＣＨ、ＰＣＨにマッピングできるＰＣＣＨ、Ｄ
Ｌ－ＳＣＨにマッピングできるＤＣＣＨ、ＤＬ－ＳＣＨにマッピングできるＤＴＣＨ、Ｍ
ＣＨにマッピングできるＭＣＣＨ、及びＭＣＨにマッピングできるＭＴＣＨを含む。
【００５５】
　ＲＲＣ状態はＵＥのＲＲＣ階層がＥ－ＵＴＲＡＮのＲＲＣ階層と論理的に連結されてい
るか否かを指示する。ＲＲＣ状態は、ＲＲＣ連結状態（ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤ）及
びＲＲＣアイドル状態（ＲＲＣ＿ＩＤＬＥ）のように２種類に分けられる。ＲＲＣ＿ＩＤ
ＬＥで、ＵＥがＮＡＳにより設定されたＤＲＸ（ｄｉｓｃｏｎｔｉｎｕｏｕｓ　ｒｅｃｅ
ｐｔｉｏｎ）を指定する間に、ＵＥはシステム情報及びページング情報の放送を受信する
ことができる。そして、ＵＥはトラッキング領域でＵＥを固有に指定するＩＤ（ｉｄｅｎ
ｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）の割当を受けて、ＰＬＭＮ（ｐｕｂｌｉｃ　ｌａｎｄ　ｍｏｂｉ
ｌｅ　ｎｅｔｗｏｒｋ）選択及びセル再選択を遂行することができる。またＲＲＣ＿ＩＤ
ＬＥで、いかなるＲＲＣコンテクストもｅＮＢに格納されない。
【００５６】
　ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤで、ＵＥはＥ－ＵＴＲＡＮでＥ－ＵＴＲＡＮ　ＲＲＣ連結
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及びコンテクストを有して、ｅＮＢにデータを転送及び／又はｅＮＢからデータを受信す
ることが可能である。また、ＵＥはｅＮＢにチャンネル品質情報及びフィードバック情報
を報告することができる。ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤで、Ｅ－ＵＴＲＡＮはＵＥが属し
たセルを知ることができる。したがって、ネットワークはＵＥにデータを転送及び／又は
ＵＥからデータを受信することができ、ネットワークはＵＥの移動性（ハンドオーバー及
びＮＡＣＣ（ｎｅｔｗｏｒｋ　ａｓｓｉｓｔｅｄ　ｃｅｌｌ　ｃｈａｎｇｅ）を通じての
ＧＥＲＡＮ（ＧＳＭ　ＥＤＧＥ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｎｅｔｗｏｒｋ）でｉｎｔ
ｅｒ－ＲＡＴ（ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）セル変更指示）を制
御することができ、ネットワークは隣り合うセルのためにセル測定を遂行することができ
る。
【００５７】
　ＲＲＣ＿ＩＤＬＥで、ＵＥはページングＤＲＸ周期を指定する。具体的に、ＵＥはＵＥ
特定ページングＤＲＸ周期毎の特定ページング機会（ｐａｇｉｎｇ　ｏｃｃａｓｉｏｎ）
にページング信号をモニターする。ページング機会は、ページング信号が転送される間の
時間区間である。ＵＥは、自分だけのページング機会を有している。ページングメッセー
ジは、同一なトラッキング領域（ＴＡ；ｔｒａｃｋｉｎｇ　ａｒｅａ）に属する全てのセ
ル上に転送される。ＵＥが１つのＴＡから他のＴＡに移動すれば、ＵＥは自身の位置をア
ップデートするためにネットワークにＴＡＵ（ｔｒａｃｋｉｎｇ　ａｒｅａ　ｕｐｄａｔ
ｅ）メッセージを転送することができる。
【００５８】
　二重接続（ＤＣ；ｄｕａｌ　ｃｏｎｎｅｃｔｉｖｉｔｙ）に対する全体的なアーキテク
チャとネットワークインターフェースが説明される。これと関連して、３ＧＰＰ　ＴＲ　
３６．８４２　Ｖ１２．０．０（２０１３－１２）が参照されることができる。Ｅ－ＵＴ
ＲＡＮは、二重接続動作を支援でき、ＲＲＣ＿ＣＯＮＮＥＣＴＥＤにある複数のＲＸ／Ｔ
Ｘを有したＵＥは、Ｘ２インターフェースを介した非－理想的バックホール（ｎｏｎ－ｉ
ｄｅａｌ　ｂａｃｋｈａｕｌ）を介して接続する二つのｅＮＢに位置する二つの区別され
るスケジューラにより提供される無線資源を活用するように構成される。図１に説明され
た全体的なＥ－ＵＴＲＡＮアーキテクチャは、また二重接続に適用可能である。二つの互
いに異なる役割が特定ＵＥに対して二重接続に関与するｅＮＢに仮定されることができる
：ｅＮＢは、ＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）またはＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　
ｅＮＢ）として動作できる。ＭｅＮＢは、二重接続において少なくともＳ１－ＭＭＥを終
端（ｔｅｒｍｉｎａｔｅ）させるｅＮＢである。ＳｅＮＢは、ＵＥに対した付加的な無線
資源を提供するが、二重接続においてのＭｅＮＢではないｅＮＢである。二重接続におい
てＵＥは、一つのＭｅＮＢと一つのＳｅＮＢに接続される。
【００５９】
　図６は、二重接続に対する無線プロトコルアーキテクチャを示す。ＤＣにおいて、特定
ベアラが使用する無線プロトコルアーキテクチャは、ベアラがどのように設定されるかに
よる。ＭＣＧ（ｍａｓｔｅｒ　ｃｅｌｌ　ｇｒｏｕｐ）ベアラ、ＳＣＧ（ｓｅｃｏｎｄａ
ｒｙ　ｃｅｌｌ　ｇｒｏｕｐ）ベアラ及び分離ベアラの３通りの代案が存在する。図６を
参照すると、このような３通りの代案が、左側から右側へＭＣＧベアラ、分離ベアラ及び
ＳＣＧベアラの順に示される。ＭＣＧベアラは、二重接続においてＭｅＮＢ資源だけを利
用するために、無線プロトコルがＭｅＮＢだけに位置するベアラである。ＳＣＧベアラは
、二重接続においてＳｅＮＢ資源を利用するために、無線プロトコルがＳｅＮＢだけに位
置するベアラである。分離ベアラは、二重接続においてＭｅＮＢ及びＳｅＮＢ資源を全部
利用するために、無線プロトコルがＭｅＮＢ及びＳｅＮＢの全部に位置するベアラである
。ＳＲＢ（ｓｉｇｎａｌｉｎｇ　ｒａｄｉｏ　ｂｅａｒｅｒｓ）は、常にＭＣＧベアラに
属するので、ＭｅＮＢにより提供される無線資源だけを利用する。ＭＣＧは、ＭｅＮＢと
関連したサービングセルのグループであり、二重接続においてＰＣｅｌｌ（ｐｒｉｍａｒ
ｙ　ｃｅｌｌ）と選択的に一つ以上のＳＣｅｌｌ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｅｌｌ）を含
む。ＳＣＧは、ＳｅＮＢと関連したサービングセルのグループであり、二重接続において
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ＰＳＣｅｌｌ（ｐｒｉｍａｒｙ　ＳＣｅｌｌ）と選択的に一つ以上のＳＣｅｌｌを含む。
ＤＣは、ＳｅＮＢにより提供される無線資源を利用するように構成される少なくとも一つ
のベアラを有するとまた説明されることができる。
【００６０】
　図７は、特定ＵＥに対した二重接続に関与するｅＮＢのＣ－平面接続を示す。二重接続
に対するｅＮＢ間制御平面シグナリングは、Ｘ２インターフェースシグナリングにより行
われる。ＭＭＥに向かう制御平面シグナリングは、Ｓ１インターフェースシグナリングに
より行われる。ＭｅＮＢとＭＭＥとの間にＵＥ毎にただ一つのＳ１－ＭＭＥ接続が存在す
る。各々のｅＮＢは、ＵＥを独立的に取扱うべきであり、すなわち、一部のＵＥにＰＣｅ
ｌｌを提供することに対し、他のＵＥにＳＣＧに対したＳＣｅｌｌ（ら）を提供する。特
定ＵＥに対して二重接続に関与した各々のｅＮＢは、自身の無線資源を所有し、自身のセ
ルの無線資源を割り当てるのを主に担当し、ＭｅＮＢとＳｅＮＢとの間の協力は、Ｘ２イ
ンターフェースシグナリングにより提供される。図７を参照すると、ＭｅＮＢは、Ｓ１－
ＭＭＥを介してＭＭＥに接続するＣ－平面であり、ＭｅＮＢ及びｔｈｅ　ＳｅＮＢは、Ｘ
２－Ｃを介して相互接続される。
【００６１】
　図８は、特定ＵＥに対した二重接続に関与するｅＮＢのＵ－平面接続を示す。Ｕ－平面
接続は、構成されたベアラオプションによる。ＭＣＧベアラに対して、ＭｅＮＢはＳ１－
Ｕを介してＳ－ＧＷにＵ－平面接続され、ＳｅＮＢは、ユーザ平面データの転送に関与し
ない。分離ベアラに対して、ＭｅＮＢは、Ｓ１－Ｕを介してＳ－ＧＷにＵ－平面接続され
、付加的に、ＭｅＮＢとＳｅＮＢとは、Ｘ２－Ｕを介して相互接続される。ＳＣＧベアラ
に対して、ＳｅＮＢは、Ｓ１－Ｕを介してＳ－ＧＷに直接接続される。但し、ＭＣＧと分
離ベアラとが構成されるならば、ＳｅＮＢにおいてＳ１－Ｕ終端が存在しない。
【００６２】
　図９は、二重接続に対するＵ－平面アーキテクチャの例示を示す。図９に示す二重接続
に対するＵ－平面アーキテクチャは、ＳｅＮＢにおいて終端されるＳ１－Ｕと独立的なＰ
ＤＣＰ（ベアラ分離がない）の組み合わせである。図９に示す二重接続に対するＵ－平面
アーキテクチャは、「アーキテクチャ１Ａ」と呼ばれることができる。
【００６３】
　図１０は、二重接続に対するＵ－平面アーキテクチャの他の例示を示す。図１０に示す
二重接続に対するＵ－平面アーキテクチャは、ＭｅＮＢで終端されるＳ１－ＵとＭｅＮＢ
でのベアラ分離及び分離ベアラに対する独立的なＲＬＣの組み合わせである。図１０に示
す二重接続に対するＵ－平面アーキテクチャは、「アーキテクチャ３Ｃ」と呼ばれること
ができる。
【００６４】
　ローカルＩＰ接続（ＬＩＰＡ；ｌｏｃａｌ　ＩＰ　ａｃｃｅｓｓ）機能はＵＥをして中
央集中した（ｃｅｎｔｒａｌｉｚｅｄ）ゲートウェイで優先的なユーザ平面データ移動無
しで企業または住宅ネットワークにより直接接続することを可能にする。ＬＩＰＡ機能は
、ＨｅＮＢ（ｈｏｍｅ　ｅＮＢ）と共に理解されるべきである。ローカルゲートウェイ（
Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅｗａｙ）はローカル接続のためのフェムト（ｆｅｍｔｏ
）と共に位置する。Ｌ－ＧＷは、ＨｅＮＢとの内部の直接ユーザ平面経路を支援する。
【００６５】
　二重連結は、３ＧＰＰ　ＬＴＥ　ｒｅｌ－１２から導入された。また、ＬＩＰＡ／選択
されたＩＰトラフィックオフロード（ＳＩＰＴＯ；ｓｅｌｅｃｔｅｄ　ＩＰ　ｔｒａｆｆ
ｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）が以前リリーズから導入された。３ＧＰＰ　ＬＴＥ　ｒｅｌ－１
３の可能なアーキテクチャは二重連結のためのＬ－ＧＷが支援されるということである。
【００６６】
　図１１は、Ｌ－ＧＷがＳｅＮＢと共に位置する二重連結のアーキテクチャの一例示を図
示する。サービス１は、ＭｅＮＢにより提供される。ＭｅＮＢにより提供されるサービス
２は、Ｌ－ＧＷと共に位置するＳｅＮＢに移動される。
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【００６７】
　前述した二重連結のアーキテクチャで、レガシーＬＩＰＡ／ＳＩＰＴＯ開始手続に対し
てＭＭＥとの直接Ｓ１－Ｃ連結がないので、レガシーＬＩＰＡ／ＳＩＰＴＯ開始手続に対
して一部の問題が発生することがある。また、前述した二重連結のアーキテクチャに基づ
いて、Ｅ－ＲＡＢ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　ｂｅａｒｅｒ）がＬ－
ＧＷにより提供できる方法はまだ明らかに定義されていない。
【００６８】
　前述した問題を解決するために、本発明の一実施形態に従ってＬ－ＧＷと共に位置する
ＳｅＮＢのＬ－ＧＷ支援を指示する方法が以下に記述される。
【００６９】
　第１に、Ｌ－ＧＷ基盤サービスをトリガーすることを準備するために、本発明の一実施
形態によってＭｅＮＢがＳｅＮＢのＬ－ＧＷ　ＩＰアドレスまたはＬ－ＧＷ支援の指示に
関して知る方法について記述される。
【００７０】
　セル特定手続に対し、本発明の一実施形態に従って、ＭｅＮＢはＸ２設定要請メッセー
ジまたはＸ２設定応答メッセージを通じてＳｅＮＢのＬ－ＧＷ　ＩＰアドレス及び／又は
Ｌ－ＧＷ支援の指示を獲得することができる。Ｌ－ＧＷ　ＩＰアドレスはＬＩＰＡ　Ｌ－
ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスでありうる。具体的
に、ＭｅＮＢが要請を開始する場合、ＭｅＮＢはＸ２設定要請メッセージをＳｅＮＢに転
送し、以後にＳｅＮＢはＬ－ＧＷ　ＩＰアドレスを含むことができる、Ｌ－ＧＷ支援の指
示を含むＸ２設定応答メッセージで応答することができる。代案として、ＳｅＮＢが要請
を開始する場合、ＳｅＮＢはＬ－ＧＷ　ＩＰアドレスを含むことができる、Ｌ－ＧＷ支援
の指示を含むＸ２設定要請メッセージをＭｅＮＢに転送することができ、以後にＭｅＮＢ
はＸ２設定応答メッセージで応答することができる。
【００７１】
　図１２は、本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の一例示を図
示する。ステップＳ１００で、ＭｅＮＢは支援される場合、Ｌ－ＧＷ支援の指示（または
、Ｌ－ＧＷ　ＩＰアドレス）に対する要請と共にＸ２設定要請メッセージを直接ＳｅＮＢ
に転送する。ステップＳ１１０で、Ｌ－ＧＷと共に位置するＳｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指
示及び／又はＬＩＰＡ／ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスと共にＸ２設定応答メッ
セージを直接転送する。
【００７２】
　前述したＸ２設定要請／応答メッセージに代えて、他の既存メッセージが同一な目的の
ためにまた使用できる。例えば、Ｌ－ＧＷ支援を指示するためにｅＮＢ構成更新／応答メ
ッセージが使用できる。代案として、新規メッセージまたは新規メッセージ内のＩＥ（ｉ
ｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ）が同一な目的のためにまた使用できる。
【００７３】
　前述した本発明の一実施形態によれば、Ｌ－ＧＷ　ＩＰアドレスはＭｅＮＢが全てのア
イドル－活性化（ｉｄｌｅ－ａｃｔｉｖｅ）転換のような、例えばアップリンクＮＡＳ伝
達手続、トラッキング領域更新（ＴＡＵ；ｔｒａｃｋｉｎｇ　ａｒｅａ　ｕｐｄａｔｅ）
手続、経路転換手続（分離ベアラ場合に対して新規手続またはＥ－ＲＡＢ修正指示手続）
などで使用するために準備できる。ＭｅＮＢは何時でもＬ－ＧＷサービスをトリガーする
ためにＬ－ＧＷ支援の指示及び／又はＬ－ＧＷ　ＩＰアドレスを使用することができる。
【００７４】
　ＵＥ－特定手続に対し、Ｌ－ＧＷ支援を指示するために、本発明の一実施形態によって
ＳｅＮＢ付加手続が使用できる。ＳｅＮＢ付加手続は新規サービス要請の間に遂行できる
。
【００７５】
　図１３は、本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示を
図示する。ステップＳ２００で、ＭｅＮＢはＳｅＮＢ付加要請メッセージをＳｅＮＢに転



(13) JP 2017-526257 A 2017.9.7

10

20

30

40

50

送する。ステップＳ２１０で、ＳｅＮＢはＬ－ＧＷ　ＩＰアドレスを含むことができるＬ
－ＧＷ支援の指示を含むＳｅＮＢ付加要請承認メッセージを転送する。Ｌ－ＧＷ　ＩＰア
ドレスはＬＩＰＡ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷ転送階層アド
レスでありうる。ステップＳ２２０で、ＭｅＮＢはＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏ
ｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージをＵＥに転送する。ステップＳ２３０で、ＵＥはＲＲ
ＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎＣｏｍｐｌｅｔｅメッセージを
ＭｅＮＢに転送する。ステップＳ２４０で、ＭｅＮＢはＳｅＮＢ再構成完了メッセージを
ＳｅＮＢに転送する。ステップＳ２５０で、ＵＥ及びＳｅＮＢはランダムアクセス手続を
遂行する。
【００７６】
　第２に、本発明の一実施形態に従ってＭｅＮＢがＭＭＥにＳｅＮＢのＬ－ＧＷ　ＩＰア
ドレス及び／又はＬ－ＧＷ支援の指示に対して通報する方法が記述される。
【００７７】
　図１４は、本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示を
図示する。ステップＳ３００で、ＭｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指示、Ｌ－ＧＷ　ＩＰアドレ
ス、ＥＣＧＩ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ　ｃｅｌｌ　ｇｌｏｂａｌ　ＩＤ）、ＴＡＩ（ｔｒａｃｋ
ｉｎｇ　ａｒｅａ　ＩＤ）などのうち、少なくとも一つを含むメッセージをＭＭＥに転送
する。Ｌ－ＧＷ　ＩＰアドレスは、ＬＩＰＡ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴ
Ｏ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスでありうる。ＳｅＮＢ付加オフロード手続の場合に対し、
メッセージはＥ－ＲＡＢ修正指示手続（または、分離ベアラに起因するＥ－ＲＡＢ修正指
示手続での新規メッセージ）にマッピングできる。代案として、ＴＡＵ手続の場合に対し
、メッセージはトラッキング領域更新手続にマッピングできる。代案として、アイドル対
連結転換に対し、メッセージは初期ＵＥメッセージ手続（アイドル対連結転換）にマッピ
ングできる。代案として、新規サービス要請の場合に対してメッセージはアップリンクＮ
ＡＳ転送手続（新規サービス要請など）にマッピングできる。
【００７８】
　第３に、本発明の一実施形態に係るＭＭＥから相関（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）ＩＤ情
報を獲得する方法が記述される。
【００７９】
　図１５は、本発明の一実施形態に係る相関ＩＤを指示するための方法の一例示を図示す
る。ステップＳ３１０で、ＭＭＥはＳｅＮＢ側からＬ－ＧＷの支援のための相関ＩＤを含
むメッセージをＭｅＮＢに転送する。ＳｅＮＢ付加手続の場合に対し、メッセージはＥ－
ＲＡＢ修正確認手続（または、分離ベアラに起因するＥ－ＲＡＢ修正確認手続での新規メ
ッセージ）にマッピングできる。代案として、新規サービス要請の場合に対し、メッセー
ジはＥ－ＲＡＢ設定要請手続にマッピングできる。代案として、アイドル対連結転換の場
合に対し、メッセージは初期コンテクスト設定要請手続にマッピングできる。
【００８０】
　第４に、本発明の一実施形態に係るＭｅＮＢがＳｅＮＢに相関ＩＤを通報する方法が記
述される。
【００８１】
　図１６は、本発明の一実施形態に係る相関ＩＤを指示するための方法の他の例示を図示
する。ステップＳ３２０で、ＭｅＮＢはＳｅＮＢ側からＬ－ＧＷの支援のための相関ＩＤ
を含むメッセージをＳｅＮＢに転送する。（新規サービス要請手続またはアイドル対連結
転換手続の間にＭｅＮＢがＥ－ＲＡＢをＳｅＮＢに直接付加することに決定した場合に）
メッセージはＳｅＮＢ付加手続にマッピングできる。代案として、ＭｅＮＢはＳｅＮＢに
相関ＩＤを通報するために新規メッセージを生成し使用することができる。
【００８２】
　図１７は、本発明の一実施形態に従ってＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示
を図示する。
【００８３】



(14) JP 2017-526257 A 2017.9.7

10

20

30

40

50

　ＳｅＮＢのＬ－ＧＷ　ＩＰアドレス及び／又はＬ－ＧＷ支援の指示を知るための手続に
対し、ステップＳ４００で、ＳｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指示及び／又はＬＩＰＡ／ＳＩＰ
ＴＯ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスをＭｅＮＢに転送することができる。Ｌ－ＧＷ支援の指
示及び／又はＬＩＰＡ／ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスは、図１２に記述された
セル－特定手続を使用して、または図１３に記述されたＵＥ－特定手続を使用して転送で
きる。
【００８４】
　アタッチ（ａｔｔａｃｈ）／新規サービス要請／新規ＰＤＮ連結手続の間に、ステップ
Ｓ４１０で、ＭｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指示及び／又はＬＩＰＡ／ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷ
転送階層アドレスを含む初期ＵＥメッセージ、またはアップリンクＮＡＳメッセージをＭ
ＭＥに転送する。ステップＳ４１０は、図１４に記述された手続に対応することができる
。
【００８５】
　ステップＳ４２０で、ＭＭＥは相関ＩＤを含む初期コンテクスト設定要請メッセージ、
またはＥ－ＲＡＢ設定要請メッセージをＭｅＮＢに転送する。ステップＳ４２０は、図１
５に記述された手続に対応することができる。
【００８６】
　ＳｅＮＢ付加手続の間に、ステップＳ４３０で、ＭｅＮＢは相関ＩＤを含むＳｅＮＢ付
加要請メッセージをＳｅＮＢに転送する。ステップＳ４３０は、図１６に記述された手続
に対応することができる。ステップＳ４４０で、ＳｅＮＢはＳｅＮＢ付加要請承認メッセ
ージをＭｅＮＢに転送する。ステップＳ４５０で、ＭｅＮＢはＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏ
ｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉｏｎメッセージをＵＥに転送する。ステップＳ４６０で、
ＭｅＮＢはトンネル情報を用いてＭＭＥへの応答を生成する。
【００８７】
　図１８は、本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示を
図示する。一例示として、このような実施形態はＳｅＮＢ修正手続に基づいて記述される
が、他のＳｅＮＢ関連移動性手続がまた使用できる。
【００８８】
　ステップＳ５００で、ＭｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指示の要請をＳｅＮＢに転送すること
ができる。ステップＳ５１０で、ＳｅＮＢがＬ－ＧＷを支援する場合、ＳｅＮＢはＬ－Ｇ
Ｗ　ＩＰアドレスを含むことができるＬ－ＧＷ支援の指示をＭｅＮＢに転送することがで
きる。Ｌ－ＧＷ　ＩＰアドレスはＬＩＰＡ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴＯ
　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスでありうる。ステップＳ５２０で、ＭｅＮＢはＬ－ＧＷサー
ビスを使用することに決定する。ステップＳ５００乃至Ｓ５２０は、図１２に記述された
手続に対応することができる。即ち、ステップＳ５００乃至Ｓ５２０は、図１２に記述さ
れたＸ２設定要請／応答メッセージにより実現できる。
【００８９】
　ステップＳ５３０で、ＭｅＮＢは支援される場合、Ｌ－ＧＷ支援及び／又はＬ－ＧＷ　
ＩＰアドレス（即ち、ＬＩＰＡ／ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレス）の指示の要請
と共にＳｅＮＢ修正要請メッセージをＳｅＮＢに転送する。ステップＳ５４０で、ＳｅＮ
Ｂは支援される場合、Ｌ－ＧＷ支援及び／又はＬ－ＧＷ　ＩＰアドレス（即ち、ＬＩＰＡ
／ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレス）の指示と共にＳｅＮＢ修正応答メッセージを
直接転送する。ＳｅＮＢ修正要請／応答メッセージの代わりに、Ｌ－ＧＷ支援の指示及び
／又はＬ－ＧＷ　ＩＰアドレスは、他の既存メッセージ、新規メッセージ、または新規メ
ッセージ内のＩＥを使用して転送できる。
【００９０】
　ステップＳ５５０で、ＭＭＥがＳ－ＧＷ及び現在Ｐ－ＧＷに送信するメッセージでＬ－
ＧＷサービスをトリガーするために、ＭｅＮＢはＬ－ＧＷ支援及び／又はＬ－ＧＷ　ＩＰ
アドレス（即ち、ＬＩＰＡ／ＳＩＰＴＯ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレス）の指示と共にＥ－
ＲＡＢ修正指示メッセージをＭＭＥに転送することができる。ステップＳ５６０で、ＭＭ
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ＥはＥ－ＲＡＢ修正確認メッセージをＭｅＮＢに転送することができる。
【００９１】
　図１９は、本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示するための方法の他の例示を
図示する。
【００９２】
　ＳｅＮＢのＬ－ＧＷ　ＩＰアドレス及び／又はＬ－ＧＷ支援の指示を知る手続に対し、
ステップＳ６００で、ＳｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指示及び／又はＬ－ＧＷ　ＩＰアドレス
をＭｅＮＢに転送することができる。Ｌ－ＧＷ支援の指示及び／又はＬ－ＧＷ　ＩＰアド
レスは、図１２に記述されたセル－特定手続を使用して転送できる。
【００９３】
　ＳｅＮＢ付加手続の間に、ステップ６１０で、ＭｅＮＢはＳｅＮＢ付加要請メッセージ
をＳｅＮＢに転送する。ステップＳ６２０で、ＳｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指示及び／又は
Ｌ－ＧＷ　ＩＰアドレスを含むＳｅＮＢ付加要請承認メッセージをＭｅＮＢに転送する。
ステップＳ６３０で、ＭｅＮＢはＲＲＣＣｏｎｎｅｃｔｉｏｎＲｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔ
ｉｏｎメッセージをＵＥに転送する。このような手続は図１３で記述された手続に該当す
ることができる。
【００９４】
　ステップＳ６４０で、ＭｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指示及び／又はＬ－ＧＷ　ＩＰアドレ
スを含むＥ－ＲＡＢ修正指示メッセージまたは新規メッセージをＭＭＥに転送する。ステ
ップＳ６５０で、ＭＭＥは特定Ｅ－ＲＡＢに対してＰＤＮ　ＧＷ再配置を遂行することを
決定し、以後に該当ＰＤＮに対するＰＤＮ連結不活性化を再活性化要請原因を用いてトリ
ガーする。ステップＳ６６０で、ＭＭＥはＭｅＮＢに通報する指示の原因を含むＥ－ＲＡ
Ｂ修正確認メッセージをＭｅＮＢに転送する。
【００９５】
　ＵＥは、該当ＰＤＮ連結を再－確立することをトリガーする。したがって、ステップＳ
６７０で、ＭｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指示及び／又はＬ－ＧＷ　ＩＰアドレスを含む初期
ＵＥメッセージまたはアップリンクＮＡＳメッセージをＭＭＥに転送する。ステップＳ６
７０は、図１４に記述された手続に対応することができる。
【００９６】
　ステップＳ６８０で、ＭＭＥは相関ＩＤを含む初期コンテクスト設定要請メッセージま
たはＥ－ＲＡＢ設定要請メッセージをＭｅＮＢに転送する。ステップＳ６８０は、図１５
に記述された手続に対応することができる。
【００９７】
　ステップＳ６９０で、ＭｅＮＢは相関ＩＤを含む新規メッセージまたは既存メッセージ
をＳｅＮＢに転送する。ステップＳ６９０は、図１６に記述された手続に対応することが
できる。
【００９８】
　図２０は、本発明の一実施形態に係るＬ－ＧＷ支援を指示する方法の他の例示を図示す
る。
【００９９】
　ステップＳ７００で、ＭｅＮＢはＬ－ＧＷ支援の指示をＬ－ＧＷと共に位置するＳｅＮ
Ｂから受信する。Ｌ－ＧＷ支援の指示はＬＩＰＡ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩ
ＰＴＯ　Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスを含むことができる。Ｌ－ＧＷ支援の指示はセル－特
定手続、即ちＸ２設定要請メッセージまたはＸ２設定応答メッセージを通じて受信できる
。または、Ｌ－ＧＷ支援の指示はＵＥ－特定手続、即ち、ＳｅＮＢ付加要請承認メッセー
ジを通じて受信できる。
【０１００】
　ステップＳ７１０で、ＭｅＮＢはＳｅＮＢのＬ－ＧＷ支援の指示をＭＭＥに転送する。
Ｌ－ＧＷ支援の指示は、Ｅ－ＲＡＢ修正指示手続、トラッキング領域更新手続、初期ＵＥ
メッセージ手続、またはアップリンクＮＡＳ転送手続のうち、一つの手続の間に転送でき
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【０１０１】
　また、ＭｅＮＢは相関ＩＤをＭＭＥから受信することができる。相関ＩＤは、Ｅ－ＲＡ
Ｂ修正確認手続、Ｅ－ＲＡＢ設定要請手続、または初期コンテクスト設定要請手続のうち
、一つの手続の間に受信できる。また、ＭｅＮＢは受信された相関ＩＤをＳｅＮＢに転送
することができる。相関ＩＤは、ＳｅＮＢ付加手続またはＳｅＮＢ修正手続の一つの手続
の間に、または新規メッセージを通じて転送できる。
【０１０２】
　図２１は、本発明の実施形態が具現される無線通信システムを示す。
【０１０３】
　第１のｅＮＢ　８００は、プロセッサ（ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）８１０、メモリ（ｍｅｍ
ｏｒｙ）８２０、及び送受信部（ｔｒａｎｓｃｅｉｖｅｒ）８３０を含むことができる。
プロセッサ８１０は本明細書で説明された機能、過程及び／又は方法を具現するように構
成できる。無線インターフェースプロトコルの階層はプロセッサ８１０により具現できる
。メモリ８２０はプロセッサ８１０と連結されて、プロセッサ８１０を駆動するための多
様な情報を格納する。送受信部８３０はプロセッサ８１０と連結されて、無線信号を転送
及び／又は受信する。
【０１０４】
　第２のｅＮＢまたはＭＭＥ　９００は、プロセッサ９１０、メモリ９２０、及び送受信
部９３０を含むことができる。プロセッサ９１０は、本明細書で説明された機能、過程及
び／又は方法を具現するように構成できる。無線インターフェースプロトコルの階層は、
プロセッサ９１０により具現できる。メモリ９２０はプロセッサ９１０と連結されて、プ
ロセッサ９１０を駆動するための多様な情報を格納する。送受信部９３０はプロセッサ９
１０と連結されて、無線信号を転送及び／又は受信する。
【０１０５】
　プロセッサ８１０、９１０は、ＡＳＩＣ（ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ－ｓｐｅｃｉｆｉｃ
　ｉｎｔｅｇｒａｔｅｄ　ｃｉｒｃｕｉｔ）、他のチップセット、論理回路及び／又はデ
ータ処理装置を含むことができる。メモリ８２０、９２０は、ＲＯＭ（ｒｅａｄ－ｏｎｌ
ｙ　ｍｅｍｏｒｙ）、ＲＡＭ（ｒａｎｄｏｍ　ａｃｃｅｓｓ　ｍｅｍｏｒｙ）、フラッシ
ュメモリ、メモリカード、格納媒体及び／又は他の格納装置を含むことができる。送受信
部８３０、９３０は、無線周波数信号を処理するためのベースバンド回路を含むことがで
きる。実施形態がソフトウェアで具現される時、前述した技法は前述した機能を遂行する
モジュール（過程、機能など）で具現できる。モジュールはメモリ８２０、９２０に格納
され、プロセッサ８１０、９１０により実行できる。メモリ８２０、９２０はプロセッサ
８１０、９１０の内部または外部にいることができ、よく知られた多様な手段によりプロ
セッサ８１０、９１０と連結できる。
【０１０６】
　前述した例示的なシステムにおいて、前述した本発明の特徴によって具現されることが
できる方法は、流れ図に基づいて説明された。便宜上、方法は、一連のステップまたはブ
ロックで説明したが、請求された本発明の特徴は、ステップまたはブロックの順序に限定
されるものではなく、あるステップは、異なるステップと、前述と異なる順序にまたは同
時に発生できる。また、当業者であれば、流れ図に示すステップが排他的でなく、他のス
テップが含まれ、または流れ図の１つまたはそれ以上のステップが本発明の範囲に影響を
及ぼさずに削除可能であることを理解することができる。
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【図１】 【図２】
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【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(18) JP 2017-526257 A 2017.9.7

【図９】

【図１０】

【図１１】
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【図１７】 【図１８】

【図１９】 【図２０】

【図２１】
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【手続補正書】
【提出日】平成29年1月19日(2017.1.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信システムにおける二重連結のＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）によりローカ
ルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅｗａｙ）のＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　
ｐｒｏｔｏｃｏｌ）アドレスを受信する方法であって、
　二重連結のＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）と共に位置する前記Ｌ－ＧＷのＩ
Ｐアドレスを前記ＳｅＮＢから受信し、及び
　前記Ｌ－ＧＷに対する相関（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）ＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）
を前記ＳｅＮＢに転送することを特徴とする、方法。
【請求項２】
　前記Ｌ－ＧＷのＩＰアドレスは、ＬＩＰＡ（ｌｏｃａｌ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ　ａｃｃｅｓｓ）Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴＯ（ｓｅｌｅｃｔｅ
ｄ　ＩＰ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）転送階層アドレスのうち、少なくとも一つ
を含むことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記Ｌ－ＧＷのＩＰアドレスは、前記ＳｅＮＢが前記Ｌ－ＧＷを支援することを指示す
ることを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記Ｌ－ＧＷのＩＰアドレスは、ＳｅＮＢ付加要請承認メッセージを通じて受信される
ことを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記Ｌ－ＧＷのＩＰアドレスをＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅ
ｎｔｉｔｙ）に転送することを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記Ｌ－ＧＷのＩＰアドレスは、Ｅ－ＲＡＢ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅ
ｓｓ　ｂｅａｒｅｒ）修正指示手続、トラッキング領域更新手続、初期ＵＥメッセージ手
続、またはアップリンクＮＡＳ（ｎｏｎ－ａｃｃｅｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）転送手続のう
ち、一つの手続の間に転送されることを特徴とする、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記Ｌ－ＧＷに対する相関ＩＤをＭＭＥから受信することを特徴とする、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　前記Ｌ－ＧＷに対する相関ＩＤは、Ｅ－ＲＡＢ修正確認手続、Ｅ－ＲＡＢ設定要請手続
、または初期コンテクスト設定要請手続のうち、一つの手続の間に受信されることを特徴
とする、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記Ｌ－ＧＷに対する相関ＩＤは、ＳｅＮＢ付加要請メッセージを通じて転送されるこ
とを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　二重連結のＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）であって、
　メモリと、
　前記メモリに結合されるプロセッサを含み、かつ、
　前記プロセッサは、
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　二重連結のＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）と共に位置するローカルゲートウ
ェイ（Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅｗａｙ）のＩＰ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏ
ｃｏｌ）アドレスを前記ＳｅＮＢから受信し、
　前記Ｌ－ＧＷに対する相関（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）ＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）
を前記ＳｅＮＢに転送することを特徴とする、ＭｅＮＢ。
【請求項１１】
　前記Ｌ－ＧＷのＩＰアドレスは、ＬＩＰＡ（ｌｏｃａｌ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔ
ｏｃｏｌ　ａｃｃｅｓｓ）Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴＯ（ｓｅｌｅｃｔｅ
ｄ　ＩＰ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）転送階層アドレスのうち、少なくとも一つ
を含むことを特徴とする、請求項１０に記載のＭｅＮＢ。
【請求項１２】
　前記Ｌ－ＧＷのＩＰアドレスは、前記ＳｅＮＢが前記Ｌ－ＧＷを支援することを指示す
ることを特徴とする、請求項１０に記載のＭｅＮＢ。
【請求項１３】
　前記Ｌ－ＧＷのＩＰアドレスは、ＳｅＮＢ付加要請承認メッセージを通じて受信される
ことを特徴とする、請求項１０に記載のＭｅＮＢ。
【請求項１４】
　前記プロセッサは、前記Ｌ－ＧＷに対する相関ＩＤをＭＭＥから受信することを特徴と
する、請求項１０に記載のＭｅＮＢ。
【請求項１５】
　前記Ｌ－ＧＷに対する相関ＩＤは、ＳｅＮＢ付加要請メッセージを通じて転送されるこ
とを特徴とする、請求項１０に記載のＭｅＮＢ。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　他の様態において、二重連結のＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）が提供される。前記
ＭｅＮＢは、メモリ、送受信部、及び前記メモリ及び前記送受信部と連結されるプロセッ
サを含む。前記プロセッサは、ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅ
ｗａｙ）と共に位置する二重連結のＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）からＬ－Ｇ
Ｗ支援の指示を受信するように前記送受信部を制御し、前記Ｌ－ＧＷ支援の指示をＭＭＥ
（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔｉｔｙ）に転送するように前記送受
信部を制御するように構成される。
　本発明は、例えば、以下を提供する。
（項目１）
　無線通信システムにおける二重連結のＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮｏｄｅＢ）による
ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅｗａｙ）の支援を指示する方法
であって、
　前記Ｌ－ＧＷと共に位置する二重連結のＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）から
Ｌ－ＧＷ支援の指示を受信し、及び
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示をＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔ
ｉｔｙ）に転送することを特徴とする、方法。
（項目２）
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＬＩＰＡ（ｌｏｃａｌ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ　ａｃｃｅｓｓ）Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴＯ（ｓｅｌｅｃｔｅｄ　Ｉ
Ｐ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）転送階層アドレスを含むことを特徴とする、項目
１に記載の方法。
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（項目３）
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＸ２設定要請メッセージまたはＸ２設定応答メッセージを通
じて受信されることを特徴とする、項目１に記載の方法。
（項目４）
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＳｅＮＢ付加要請承認メッセージを通じて受信されることを
特徴とする、項目１に記載の方法。
（項目５）
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＥ－ＲＡＢ（Ｅ－ＵＴＲＡＮ　ｒａｄｉｏ　ａｃｃｅｓｓ　
ｂｅａｒｅｒ）修正指示手続、トラッキング領域更新手続、初期ＵＥメッセージ手続、ま
たはアップリンクＮＡＳ（ｎｏｎ－ａｃｃｅｓｓ　ｓｔｒａｔｕｍ）転送手続のうち、一
つの手続の間に転送されることを特徴とする、項目１に記載の方法。
（項目６）
　前記ＭＭＥから相関（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）ＩＤ（ｉｄｅｎｔｉｆｉｅｒ）を受信
することを特徴とする、項目１に記載の方法。
（項目７）
　前記相関ＩＤは、Ｅ－ＲＡＢ修正確認手続、Ｅ－ＲＡＢ設定要請手続、または初期コン
テクスト設定要請手続のうち、一つの手続の間に受信されることを特徴とする、項目１に
記載の方法。
（項目８）
　前記受信された相関ＩＤを前記ＳｅＮＢに転送することを特徴とする、項目６に記載の
方法。
（項目９）
　前記相関ＩＤはＳｅＮＢ付加手続またはＳｅＮＢ修正手続または新規メッセージのうち
、一つの手続の間に転送されることを特徴とする、項目８に記載の方法。
（項目１０）
　二重連結のＭｅＮＢ（ｍａｓｔｅｒ　ｅＮＢ）であって、
　メモリと、
　送受信部と、
　前記メモリ及び前記送受信部と連結されるプロセッサとを含み、かつ、
　前記プロセッサは、
　ローカルゲートウェイ（Ｌ－ＧＷ；ｌｏｃａｌ　ｇａｔｅｗａｙ）と共に位置する二重
連結のＳｅＮＢ（ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｅＮＢ）からＬ－ＧＷ支援の指示を受信するよう
に前記送受信部を制御し、
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示をＭＭＥ（ｍｏｂｉｌｉｔｙ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｅｎｔ
ｉｔｙ）に転送するように前記送受信部を制御するように構成されることを特徴とする、
ＭｅＮＢ。
（項目１１）
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＬＩＰＡ（ｌｏｃａｌ　Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｐｒｏｔｏｃｏ
ｌ　ａｃｃｅｓｓ）Ｌ－ＧＷ転送階層アドレスまたはＳＩＰＴＯ（ｓｅｌｅｃｔｅｄ　Ｉ
Ｐ　ｔｒａｆｆｉｃ　ｏｆｆｌｏａｄ）転送階層アドレスを含むことを特徴とする、項目
１０に記載のＭｅＮＢ。
（項目１２）
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示は、Ｘ２設定要請メッセージまたはＸ２設定応答メッセージを
通じて受信されることを特徴とする、項目１０に記載のＭｅＮＢ。
（項目１３）
　前記Ｌ－ＧＷ支援の指示はＳｅＮＢ付加要請承認メッセージを通じて受信されることを
特徴とする、項目１０に記載のＭｅＮＢ。
（項目１４）
　前記プロセッサは、前記ＭＭＥから相関（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）ＩＤ（ｉｄｅｎｔ
ｉｆｉｅｒ）を受信するように前記送受信部をさらに制御するように構成されることを特



(23) JP 2017-526257 A 2017.9.7

徴とする、項目１０に記載のＭｅＮＢ。
（項目１５）
　前記プロセッサは、前記受信された相関ＩＤを前記ＳｅＮＢに転送するように前記送受
信部をさらに制御するように構成されることを特徴とする、項目１４に記載のＭｅＮＢ。
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